
 

 

平成３０年度 

（２０１８年度） 
 

 

 

入学者選抜方法及び実施教科・科目等

（予告の変更） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田大学 

平成２９年３月２３日付 

 

 

  



 本内容は現時点で，「平成２９年度入学者選抜」および既にホームページで公表（平成 28

年 12 月 13 日）している「平成３０年度入学者選抜実施教科・科目」から変更がある箇所

についてお知らせするものであり，更に変更となる可能性があります。 

詳細については，平成３０年度入学者選抜要項（平成２９年７月公表予定）等で確認し

てください。変更：朱書き部分 

 

《教育文化学部》 

教育文化学部学校教育課程「理数教育コース」において，新たに推薦入試Ⅱ（センター

試験を課す）を実施するとともに，「地域文化学科」では，推薦入試Ⅰ（センター試験を課

さない）の募集人員を増員します。 

 

（１）募集人員 

【変更前】 

 

※20人のうち地域貢献枠 5人程度 

 

【変更後】 

 

※25人のうち地域連携・国際交流枠 5人程度 

《地域連携・国際交流枠》について 

 地域連携・国際交流枠とは，主体的・積極的に地域の方々と連携した活動や国際交流活動をしている人

を受け入れる募集枠です。地域連携活動としては，地元の祭りに参加して地域の人たちと協働で何らかの

活動を行っている，地域ボランティア団体に所属し施設訪問を行っている，地元のスポーツクラブに入り

小学生に指導している等，国際交流活動としては海外留学や留学生の受け入れ等を体験しその後も交流活

動を続けている，地域の外国人との交流等の活動をしている等，地域連携あるいは国際交流に関する継続

的な活動実績（１年以上）を有する人が対象です。（ただし，学校の部活動としての活動や，地域の方々と

の協働性あるいは外国人との交流性が低い活動はこの枠には該当しません。） 

また，高校時代と異なる活動になっても構いませんが，大学入学後も地域との連携活動あるいは国際交

流活動を行うことも条件となっています。（入学後，報告書の作成を毎年課しています。） 

  

前期日程 後期日程 Ⅰ Ⅱ

学校教育課程 理数教育コース 20 15 5 － － － 若干名

100 65 15 － 20 － 若干名地 域 文 化 学 科

入学定員
一般入試

ＡＯ入試
推薦入試 私費外国人

留学生入試

前期日程 後期日程 Ⅰ Ⅱ

学校教育課程 理数教育コース 20 12 4 － － 4 若干名

100 60 15 － 25 - 若干名

ＡＯ入試
推薦入試 私費外国人

留学生入試

地 域 文 化 学 科

入学定員
一般入試

※ 

※ 



（２）選抜方法 

 

【推薦入試Ⅰ】（センター試験を課さない）：「地域文化学科」 

 ●一般枠 

  大学入試センター試験および個別学力検査を免除し，調査書，推薦書，志願理由書，

小論文および面接（口頭試問含む）の結果を総合して判定します。 

 ●地域連携・国際交流枠 

大学入試センター試験および個別学力検査を免除し，調査書，推薦書，志願理由書，

地域連携・国際交流活動内容記載書および面接（口頭試問含む）の結果を総合して判定

します。 

 

【推薦入試Ⅱ】（センター試験を課す）：「理数教育コース」 

大学入試センター試験の成績，調査書，推薦書および面接（口頭試問含む）の結果を

総合して判定します。 

面接の口頭試問は，数学または理科から受験生が１教科を選択し，理科の場合は，物

理，化学，生物，地学から１科目選択する。 

出題範囲： 数学（数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ） 

      物理（物理基礎・物理） 

      化学（化学基礎・化学） 

      生物（生物基礎・生物） 

      地学（地学基礎・地学） 

 

（３）大学入試センター試験で課す教科・科目 

【推薦入試Ⅱ】「理数教育コース」 

 

国語

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ◎ × ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ◎ × ○ △ △ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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①　地理歴史においては，同一名称のＡ・Ｂ出題科目，公民においては，同一名称を含む出題科目同士の選択はできません。

②　数学で「簿記・会計」および「情報関係基礎」を選択解答できる者は，高等学校もしくは中等教育学校においてこれらの科目を履修した者および文部科学大臣の指定を受けた専修学校の高等課程の修

了（見込み）の者に限ります。

③　理科で「基礎を付した科目」２科目と「基礎を付さない科目」１科目を選択する場合には，「同一名称を含む科目」を選択することができます。

④　英語にはリスニングテストを含みます。なお，「英語」以外の科目を受験した者およびリスニングの受験を免除された者については，筆記試験（200点満点）の成績を素点として利用します。

⑤　大学入試センター試験で１科目を指定しているもののうち，地理歴史・公民の試験時間において２科目受験した場合は，解答順に，前半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を第２解答

科目とし，第１解答科目の得点を合格判定に用います。

⑥　大学入試センター試験で１科目を指定しているもののうち，「基礎を付さない」理科の試験時間において２科目受験した場合は，解答順に，前半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を第

２解答科目とし，第１解答科目の得点を合格判定に用います。

⑦　それぞれのパターンのいずれかを満たすように受験してください。

◎は必ず受験する科目,×は本学では採用しない科目,○および△は選択して受験を要する科目,その下欄の数字は必要科目数を示します。ただし,△の科目については,選択できる者に制限があります。
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